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多剤処方（ポリファーマシー）対策事業ご協力のお願い 
 

 

拝啓 

厳寒の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご

高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、当地区では今年度、一般社団法人朝霞地区薬剤師会、一般社団法人朝

霞地区医師会、朝霞地区四市の協力のもと、「多剤処方（ポリファーマシー）改

善への試み ～医師と薬剤師の連携～」を目的とし、事業を進めてまいりまし

た。全体の流れにつきましては、別紙 1をご参照下さい。 

今後、具体的にご協力を賜りたい医療機関・薬局には、詳細な情報を添えた

うえで改めてご連絡を予定しております。何卒よろしくお願い申し上げます。 

敬具 

【参 考】 

平成 29 年 8 月 23 日、高齢者医薬品適正使用検討会は、高齢者の薬物療法の安全性を確

保するための中間とりまとめとして次のような課題があげられた。 

 

1. 高齢者の多剤併用は、75歳以上でより高い傾向がある。 

2. 多剤服用の患者は、複数の疾患を有しているために複数の医療機関の受診傾向があ

る。 

3. 特に６剤以上で、薬剤関連の有害事象の頻度が高くなる傾向がある。 

 

しかしながら、これらの課題解決に向けての有効なエビデンスはなく、今後は高齢者の

安全な薬物治療に向けての情報収集を進め、それに基づいた「高齢者の内服薬の多剤併用

に関する適正使用ガイドライン」の作成の必要性が示された。 

また、情報収集のひとつの方法として、レセプト情報などのデーターベースを用いた調

査が提案されており、これらはまさに、保険者、医師、薬剤師共通の課題と考えられてい

る。 



別紙 1 

ポリファーマシー事業の流れ 

 

 

 

 
① 事前準備 

関係する機関と話し合い、覚書・そ

の他必要な書式を検討、医師会、薬

剤師会中心に事前の通知を行う。 

② 一次スクリーニング 
連結可能匿名化のうえで、アルゴリ

ズムデータを用いて抽出作業。 

③ 二次スクリーニング いくつかの疾病について除外する。 

④ 市で個人情報と連結して、通知と

同意を取る 

市から対象患者に通知を出し、同意

を取る。同意を得た患者について、

医師会・薬剤師会と情報を共有する。 

⑤ 同意を得た患者の情報を 

薬剤師会及び医師会に提示 

医師会⇒対象医療機関 

薬剤師会⇒薬局（薬剤師会においては

事前説明会を開催） 

⑥ 薬剤師による面談 
薬局から患者に連絡し、予約した上で

面談し情報収集する。 

⑦ 薬局から医師に報告と情報提供 
薬剤師は、関係する全医療機関に面談

シートと情報提供書を送付する。 

⑧ 患者の受診時 
面談シートや情報提供書を参考にし

て処方検討を依頼。 

⑨ レセプトで影響調査 対象者のレセプトから影響を定量化 

⑩ アンケート調査 医師、薬剤師、患者にアンケート発

送 


